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1 はじめに

現在，Twitterをはじめとしたマイクロブログの発
展，普及に伴い情報の発信を気軽に行うことができる
ようになった．マイクロブログの発展，普及によって，
従来のマイクロブログが普及していなかった場合に比
べ，様々な情報が早く広がるようになった．ところが
利用者に伝わる情報が信頼できるかどうかは利用者の
判断に任されており，正しくない情報も数多く広まっ
ている．正しくない情報には利用者が一見して明らか
に誤まっている情報もあれば，一見内容だけを見れば
真実であるように思われる情報も存在し，内容分析に
よる判別は難しいと考えられる．本研究では，情報が
信頼できるか否かの判断は利用者に依存していると考
え，利用者の選択に着目して投稿文の信頼度判別を行
う．ここで利用者の選択とは，利用者が投稿文の引用
を行った場合，その投稿文を選択したと考える．多く
の信頼できる投稿文を選択する利用者は信頼度が高く，
信頼できない投稿文を引用する利用者は信頼度が低い
と仮定できると考えた．信頼度が高い利用者が選択し
た投稿文は正しい可能性が高い．これらの仮定を用い
て利用者と投稿文の信頼度を算出し，利用者に提示す
ることによって，利用者が判断するための支援を行う．
情報の信頼度に関する研究が多く行われている．

Castilloら [1]は Twitterで得られる投稿文内に URL

が含まれているか否かをはじめ，投稿文の拡散や，利
用者の属性などの情報を利用し投稿文の信頼度を決定
している．一方，マイクロブログ以外の情報に関する
信頼度を求める手法として鈴木ら [2]の手法がある．こ
の手法はWikipediaの編集履歴から信頼情報を算出す
る．信頼情報の算出は，利用者が行った過去の編集に
着目，同一の利用者が行う編集の信頼度はどの記事も
一定であるとして行われる．本手法はこの手法と同様
に，同一の利用者が選択する信頼度は一定であるとし
て，利用者の行った過去の選択に着目し，投稿文の信
頼度を算出する．また Page[3]によってWebページ
の評価手法として提案されたPageRankという手法が
ある．この手法では良質なページから張られているリ
ンクは同様に良質であるという仮定に基づき，ウェブ
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図 1: 本研究のシステムの流れ

ページの質を評価する．本手法も同様に，高い信頼度
を持つ利用者が選択する投稿文は同様に高い信頼度を
持ち，高い信頼度を持つ投稿文を選択している利用者
は高い信頼度を持っているという前提に基づき投稿文
の信頼度を算出する．

2 提案手法

本研究では引用が行われた投稿文の信頼度を算出す
る．本研究のシステム構成を図 1に示す．
本研究では選択された投稿文の信頼度と利用者の選

択に関する信頼度を利用する．投稿文の信頼度を文書
信頼度とし， Ts と表記する．利用者の選択に関する
信頼度を選択信頼度とし，Cs と表記する．信頼度は
それぞれ −1 から 1 の値を取り，1 に近いほど信頼で
きるとする．また s (s = 0, 1, ..., S)は値の算出まで計
算が繰り返し行われた回数である．これらをくり返し
用い，文書信頼度を算出する．それぞれの信頼度の算
出は以下の式に従う．

Lc(Ui) = {D|Dは Uiが選択した投稿文 } (1)

Lt(Dk) = {U |U はDkを選択した利用者 } (2)

Cs+1(Ui) =
1

|Lc(Ui)|
∑

D∈Lc(Ui)

Ts(Dk) (3)

Ts(Dk) =
1

|Lt(Dk)|
∑

U∈Lt(Dk)

Cs(Ui) (s ≥ 1) (4)

式 (1)，式 (2)はそれぞれ利用者が引用した投稿文
の集合，投稿文を引用した利用者の集合である．これ
らを後述の式 (3),式 (4)で利用することで文書信頼度，
選択信頼度を算出する. Ui , Dk はそれぞれ利用者，
引用された投稿文の実体であり，k (k = 0, 1, ...,K)，
i (i = 0, 1, ..., I)は，それぞれ利用者，選択した投稿
文に付与される IDである． Lc(Ui) は利用者 Ui が
引用した投稿文の集合， Lt(Dk) は投稿文 Dk を引
用した利用者の集合である．式 (3)を用いて，選択信
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図 2: 文書信頼度と選択信頼度の伝播図

頼度を算出する．Cs+1(Ui) は選択信頼度，Ts(Dk)は
文書信頼度を示す．sは値の算出まで計算が繰り返し
行われた回数である．また |Lc(Ui)| は式 1で求めら
れる利用者が引用した投稿文の集合が有する要素数で
ある．投稿文数を用いて正規化を行うことによって，
選択した投稿文の数による差異を無くす．式 (4)を用
いて，文書信頼度を算出する．Ts(Dk)は文書信頼度，
Cs(Ui) は選択信頼度を示す．Dk , Ui はそれぞれ引
用された投稿文，利用者の実体である．また |Lt(Dk)|
は式 (2)で求められる投稿文を引用した利用者の集合
が有する要素数である．式 (3)と同様に，Ts(Dk)を
算出する．投稿文を選択した利用者の数を用いて正規
化を行うことによって選択した人数による差異を無く
す．また Ts(Dk)の初期値，T0(Dk)を定める必要があ
る．初期値はシステム利用者によって決定される. シ
ステム利用開始時に利用される投稿文集合の中で影響
力が高い複数の投稿者が投稿し，引用された投稿文そ
れぞれ一つずつ提示する．システム利用者が提示され
た投稿文に対し，文書信頼度の初期値を設定すること
によって決定される．初期値は−1から 1で入力する．
ここで影響力が高い利用者とは，投稿文が多くの利用
者に引用される利用者と定める．
図 2は利用者U0に注目すると，利用者U0が投稿文

D0, D1 を引用している図である．利用者 U0 が新た
に投稿文D2を引用した場合を考える．この場合，投
稿文 D2 の文書信頼度に応じて利用者 U0の選択信頼
度が再計算される．同時に,利用者U0が既に引用して
いる投稿文 D0, D1 の文書信頼度が再計算される．こ
れは利用者 U0 の選択信頼度が変化するためである．
さらに，利用者 U0が引用している投稿文 D0, D1, D2

を，利用者 U0が投稿文 D2 引用する前に引用してい
た利用者の選択信頼度も変化する．これは，新たに投
稿文を選択した利用者の選択信頼度が変化することに
よって，文書信頼度が変化が起こり，この値の変化を
受け選択信頼度の再計算を行うからである．このよう
に利用者の新たな選択を受け，関わりのある文書信頼
度と選択信頼度が収束するまで再計算され，値が更新
され続ける．二種類の信頼度をそれぞれ更新し続ける
ことにより，高精度な文書信頼度を利用者に提示する
ことができる．

3 実験

Twitterより取得した引用を行った投稿文をデータ
セットとして作成，実験を行う予定である．本研究で
は文書信頼度は −1 から 1 の値をとり，数値が 1に近
いほど信頼度が高いとしている．信頼度が正の投稿文
を信頼できる，信頼度が負の投稿文を疑わしいとして
評価する．実験を行ったデータセットに対し，信頼で
きるか疑わしいかを人手で決定し，正解データセット
を作成する．正解データセットと本手法が算出した結
果が一致した場合，適合とする．そうでない場合は不
適合とする．これらより精度，再現率，F値を算出し，
提案手法を評価する．また，どのような投稿文が不適
合になり易いかについての考察を引用した利用者，投
稿者の他に引用された投稿文から考察し，本手法の改
善を図る．

4 まとめ

本稿では，マイクロブログの投稿文を選択した利用
者に着目し，投稿文の信頼度と利用者の選択に関する
信頼度を繰り返し計算することで文書信頼度を算出す
る手法を提案した．今後はシステムの実験評価を行い，
結果の考察，手法の改善を行う予定である．考えられ
る問題として，投稿文の一回しかしていない利用者に
は信頼度が伝播せず計算できない可能性が高い．また
信頼度の伝播について問題でシステム利用者に入力し
てもらう初期値の数も適切な個数が不明である．全て
に初期値を入力するのは全てを評価できるが，システ
ムとして意味を為さないため，適切な数を評価する必
要がある．信頼度の収束に関しても，適切な収束誤差
を求める必要がある可能性が高い．
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